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日
本
新
聞
博
物
館

（
愛
称
ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
）

山下徹 あおぞら 検索 ===> http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります

毎日曜発行するつもりですが、予告なく休むことがあります。

横
浜
市
地
下
鉄
日
本
大
通
り
駅
近
く

二
〇
二
三
年
八
月

甘
粕
大
尉
に
よ
る
大
杉
栄
殺

害
事
件
の
報
道
は
必
見
。

戒
厳
司
令
部
の｢

鮮
人
暴
動

は
流
言(=

デ
マ)

」
の
記
事
も

あ
る
一
方｢

鮮
人
の
流
言
は
警

察
か
ら
、
調
査
を
進
め
ぬ
警
視

庁｣

と
い
う
記
事
も
あ
る
。

｢
鮮
人
を
中
心
と
す
る
大
陰

謀
事
件
は
ま
だ
報
道
を
許
さ
れ

企
画
展
「
そ
の
と
き
新
聞
は
、

記
者
は
、
情
報
は
―
関
東
大
震

災
百
年
」
が
12
月
24
日
ま
で
開

催
中
。

興
味
深
い
記
事
の
展
示
が
あ

る
。圧

巻
は｢

新
聞
記
者
が
竹
鎗や

り

と
白
刃
の
間
を
抜
け
て
大
阪
に

記
事
を
届
け
た｣

と
い
う
。

な
い｣

と
恰
も
陰
謀
事
件
が
あ

る
が
報
道
で
き
な
い
か
の
よ
う

な
記
事
も
。

関
東
地
方
各
地
で
働
く
朝
鮮

人
を
警
察
が
保
護
し
た(

と
云
っ

て
も
留
置
場
に
入
れ
た)

と
こ

ろ
、
自
警
団
が
警
察
を
襲
い
、

朝
鮮
人
を
殺
害
し
た
と
の
報
道

も
あ
る
。

近くの「横浜都市発展記念館」では神奈川県西部を
襲った山津波の写真等も見ることが出来る。。

関
東
大
震
災
の
震
源
は

神
奈
川
県
西
部
。
根
府
川

で
は
山
が
崩
れ
、
家
々
が

埋
ま
り
駅
や
列
車
が
海
に

流
さ
れ
た
。

東
京
は
震
源
に
近
く
は

な
か
っ
た
が
火
災
で
壊
滅

的
と
な
っ
た
。

国
費
は
軍
備
に
ば
か
り

使
わ
れ
、
防
災
の
為
の
都

市
計
画
は
進
め
ら
れ
ず
震

災
で
大
き
な
犠
牲
を
出
し

た
。
広
い
道
で
地
域
を
区

切
る
事
も
無
く
、
住
宅
の

防
火
対
策
も
無
か
っ
た
。

国
の
発
展
計
画
無
し

し
か
し
、
超
巨
大
化
し

た
現
代
の
都
市
の
防
災
を

ど
う
す
べ
き
な
の
か
？

必
要
な
の
は
個
々
の
都

市
の
都
市
計
画
で
は
な
く
、

日
本
全
体
の
計
画
だ
。

即
ち
、
東
京
や
大
阪
な

ど
、
巨
大
都
市
に
人
口
を

集
中
さ
せ
る
事
の
是
非
。

超
高
層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
が
都
心
に
並
び
、
そ
こ

に
働
く
人
々
が
住
む
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
が
次
々
に
建

て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
都
会

に
人
口
を
集
中
さ
せ
る
政

策
だ
。

こ
う
な
っ
た
の
は
、
大

手
不
動
産
会
社
等
が
利
益

を
上
げ
る
為
、
法
律
を
変

え
、
都
心
の
容
積
率
や
高

さ
制
限
を
緩
め
た
か
ら
。

不
動
産
大
手
に
と
っ
て
は

都
会
の
土
地
が
急
に
何
倍

に
も
な
っ
た
よ
う
な
も
の
。

も
し
、
高
さ
制
限
も
容

積
率
も
緩
め
な
け
れ
ば
、

都
心
に
超
高
層
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
を
建
て
る
こ
と
も
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ

う
し
た
ら
オ
フ
ィ
ス
は
地

方
に
分
散
す
る
だ
ろ
う
。

今
は
、
会
社
同
士
が
遠

く
離
れ
て
い
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
随
時
会

議
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

必
要
な
書
類
も
送
る
こ
と

が
出
来
る
。

こ
う
し
て
地
方
分
散
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

東京の莫大な震災被害は都市計画の問題？


